　　＜田沼か松平か、それが問題だ＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート①

· 武士・大名の生活が苦しくなった原因は何だろう？。

自分の考え：

メモ：

· 幕府財政悪化の状況

メモ：

○問い：なぜ【　　　　　】が減ってきたのだろう？。

自分の考え：

班の人の考え：
他の班の人の考え：

メモ：

○まとめ：江戸時代の中頃になると農民は【①　　　　　】の栽培に精を出し、【②　　】や優れた農具を買うために多額の【③　　　】をするようになった。しかし農産物の【④　　】は毎年大きく変わるため、【③】を返せなくなった農民は、【⑤　　】を捨て町に移住した。このため【⑤】が荒れて、大名や幕府の【⑥　　　　　】は減り、【⑦　　】が苦しくなった。

　　＜田沼か松平か、それが問題だ＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート②
· 復習：幕府や大名の財政難・武士の生活難の原因は？
　　江戸時代の後期になると、幕府や大名は財政難で困ったが、その原因は【①　　　　　】の減少にあった。当時の農民は【②　　　　　】を栽培しより多くの【③　　　】を得ようとして、多額の【④　　　　】により土地や【⑤　　　】や農具を買っていた。しかし農産物の【⑥　　　　】は毎年のように変わり、【⑦　　　　】により農産物がとれないことがおきたりすると、生活の出来なくなった農民は【⑧　　　】をすて【⑨　　　】に移住した。このため【⑧】が荒れて収穫のできる【⑧】が減り、幕府や大名の【①】が減ったのである。
メモ：

　　○８代将軍吉宗は財政難をどうやって解決しようとしたのか？。
自分の考え：
1 年貢収入を増やす対策は？
　　・
　　・
　　・
　　・
2 武士の支出を減らす対策は？
　　・
　　・

メモ：

· 問い：将軍吉宗の対策は効果があるのだろうか？。
自分の考え：

○まとめ：将軍吉宗は幕府の財政難を解決するため武士に【①　　　　】をすすめ、輸入するぜいたく品を【②　　】で作ることで支出を減らそうとした。そして幕府の収入を増やすために【③　　】から米を献上させたり、【④　　　　】をして石高を増やすとともに、【⑤　　　】の取りたて方法を変えて、【⑥　　　】でも【⑤】を変えないようにして、【⑤】収入を増やそうとした。　　
　＜田沼か松平か、それが問題だ＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート③
· 復習：将軍吉宗は財政難を解決するために何をしたか？
　　吉宗は、武士の支出を減らすために、武士に【①　　　　　　　】をすすめ、長崎で輸入されていたぜいたく品を【②　　　　】でつくれるよう、各地で桑やサトウキビなどの商品作物栽培を進めた。そして幕府の【③　　　　】収入を増やすために、【④　　　　】からその石高の100分の１の【⑤　　　】を献上させたり、全国的に【⑥　　　　　　　】を進めて石高を増やしたり、【③】のとりかたを、毎年の【⑤】の取れ高で【③】の量を決めるのではなく数年間の平均の【⑤】の取れ高で【③】の量を決める方法に改め、【⑦　　　　　　】が起きても【③】の量を変えないこととした。
○問い：吉宗の改革は財政難を解決するのに効果があるのか？
（考える観点）①年貢収入を増やすことはできるか？
　　　　　　　②武士の支出を減らすことはできるか？
　　　　　　　③あたらしい問題を引き起こさないか？

自分の考え：

班の人の考え：
他の班の人の考え：

· 当時の農村の状況
メモ：

· 問い：ききんが続いたら貧しい農民はどうなるだろうか？
自分の考え：

メモ：

○まとめ：吉宗の改革は、【①　　　】収入を増やすことは成功したが、そのことによりかえって【②　　　】農民を増やし、【③　　　】のたびに多くの【④　　】と農民の【⑤　　　】への流入を生みだし、各地の農村で【⑥　　　】を起こさせ、都市の【②】人々による【⑦　　　　　】を増やしてしまった。
　　　＜田沼か松平か、それが問題だ＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート④
· 復習：18世紀後半の世の中の様子
　　18世紀後半になると、全国各地の村で【①　　　　】がおこるとともに、都市でも米屋や質屋にたいする【②　　　　　】が各地で起きた。
　　全国的に商業が発展するとともに農民も【③　　　　　　　】を栽培し、そのために多額の【④　　　】をかかえていた。そこへ【⑤　　　　】の改革により【⑥　　　】のとりたてかたが改められ、【⑦　　　　　】も何度もおこったので、暮らせなくなった農民は【⑧　　　】を捨てて【⑨　　　】に出て行った。こうして【⑨】にも村にも【⑩　　　　　】人々があふれていた。
○安藤昌益の幕府批判：
メモ：

○問い：安藤昌益のような考えが出てきた理由はなんだろう？
自分の考え：

班の人の考え：
他の班の人の考え

メモ：

· 国学とは？：
メモ：

○まとめ：【①　　】のとりたてのきびしさや【②　　　】続きの中での、多くの【③　　　】人々の苦しみを見る中で、【④　　　】さえいなければ…という考え方が生みだされた。それはやがて【④】のいない【⑤　　　】中心の時代の発見につながり、【⑥　　　】の政治の批判へとつながった。
　　　＜田沼か松平か、それが問題だ＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート⑤
· 享保の改革の結果とその影響は？（資料集ｐ102「幕府が得た年貢の総領」を見て）
　　享保の改革は1716年から1745年にかけておこなわれた。この期間の年貢の総量は、毎年【①　　　　】続けたが、それ以後は、急速に【②　　　】続けた。これは【③　　　】の時でも【④　　　】の量を変えないように変えたため、【③】のたびに農民がたくさん死んだり、【⑤　　】へ逃げたりしたので、【⑥　　　】が荒れたためである。
　　この中で【⑦　　　】はいらないという考えも生まれ、【⑧　　　　】中心の世を研究する【⑨　　　　】という新しい学問も生まれた。
· eq \o(\s\up 9(たぬまおきつぐ),田沼意次)（1767～86）はどうやって幕府財政をたてなおそうとしたか？。（教科書ｐ140を見よ）
○【①　　　　　　】の力を利用して収入を増やす。
　　(a)【②　　　　　　】を認めて【①】から【③　　　　】を取る。
　　(b)長崎貿易で、銅や【④　　　】など【⑤　　　　】むけの輸出をさかんにする。
　　(c)【①】に金をださせて大規模な【⑥　　　　　　　　】をする。
　　(d)【⑦　　　　　　】を開発して【⑧　　　　】と貿易する。

メモ：

· eq \o(\s\up 9(まつだいらさだのぶ),松平定信)（1787～93）はどうやって幕府財政をたてなおそうとしたか？。（教科書ｐ141を見よ）
○【①　　　　】の立て直しをはかって収入を増やす。
　　(a)【②　　　　】に出ている農民を【①】に帰す。
　　(b)【①】から【②】への【③　　　　　　　】を禁止する。
　　(c)【④　　　　　】に備えて倉をつくり、【⑤　　　　】をたくわえさせる。
○その他
　　(d)【⑥　　　　　】には学問・武芸をすすめる。
　　(e)幕府の学問所では【⑦　　　　】以外の学問を禁じる。
　　(f)【⑧　　　　　　　　　】の苦しい生活をすくうため【⑨　　　　　　　】を【⑩　　　】に命じる

メモ：

○問い：君はどちらの改革に賛成か？。
自分の考え・理由：

　　　＜田沼か松平か、それが問題だ＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート⑥
· 田沼意次の改革と松平定信の改革
　　田沼意次は【①　　　　】の力を利用して収入を増やそうとし、【①】から【②　　　　】を取る代わりに、長崎などでの【③　　　】をさかんにしたり、【①】が【④　　　　　】をつくることを認めた。しかしこれは【⑤　　　　】をゆるめることにもなり、物価の激しい値上がりなどで批判があいつぎ、全てを実施することは出来なかった。かわって老中となった松平定信は、【⑥　　　　】を立て直そうと、【⑦　　　】にいる農民を村に帰したり、【⑧　　　　】にそなえて米を蓄えさせたりして、農民に【⑨　　　】に専念させ倹約させようとした。しかし厳しい倹約命令や武士の借金を【⑩　　　　　】したことへの人々の批判で、充分に改革を実行できなかった。
○田沼・松平の改革にたいする評価

田沼の改革
松平の改革

良いところ
自分の意見：
自分の意見：


他の人の意見
他の人の意見

悪いところ
自分の意見：
自分の意見：


他の人の意見：
他の人の意見

　★自分が武士だったら田沼と松平のどちらの改革に賛成
　　するか。または全く別の改革をやるか？。
☆自分の考えと理由

討論メモ：

　　　＜田沼か松平か、それが問題だ＞まとめレポート　　提出期限⇒　　　　　まで
　　１．18世紀になって幕府や大名の年貢収入がへった理由を説明しなさい。










　２．８代将軍吉宗はどのような政策でこの財政難を解決しようとしたか。その改革の結果はどうだったか説明しなさい。












　３．田沼意次と松平定信の幕府の財政難を解決しようとする対策の違いを説明しなさい。










４．安藤昌益が「武士はいらない」と考えた理由を説明しなさい。








５．君が武士だったら、田沼と松平のどちらの案に賛成するか
　　または他の案を考えるか。自分の考えを述べなさい。












· この単元の授業を受けての感想ともっと知りたいことや疑問を書いてください。












２年　　組　　　番　氏名　　　　　　　
知識理解
社会的思考
総合





　　＜田沼か松平か、それが問題だ＞まとめプリント　　教科書を見て取り組もう
· 復習【　農業の発達　】（教科書Ｐ128・129を見なさい）
· 農民は各地でどのような商品作物をつくっていたか？。
　　・それとともに農村で何が広く使われるようになったか？。
· 綿作地帯では、肥料として何を使ったか？。
· 【　化政文化と庶民の活動　】（教科書Ｐ144・145を見なさい）
· 18世紀の中ごろになると、文化の中心はどこにうつったか？
· 生活が向上するなかで農民の間になにが広まったか？。
　　・この時代の庶民の教育機関を何というか？。
· 江戸では、どのような文学・演劇・絵画が流行ったか？。
· この時代、庶民の間にどんなことが広まったか？。
· 【　農村の変化　】（教科書Ｐ150を見なさい）
· 19世紀になって庶民の生活が向上すると何が求められるようになったか？。
　　・このため農村で何が生産されるようになったか？。
· また農家の副業として何が行われるようになったか？。
· 商品生産と貨幣経済が広まると、農村はどんな状態になったか？。
· 【　享保の改革　】（教科書Ｐ137を見なさい）
· 享保の改革を行ったのはだれか？。
· 幕府の収入の増加のために彼が行ったことを全てあげなさい。
· 幕府の支出を減らすために彼が行ったことを全てあげなさい。
· 彼が行った「年貢の取りたて方法を変える」とはどのようなことか。資料集Ｐ102を見て
説明しなさい。
· この改革はどうなったか？。
· 【　田沼の政治　】（教科書ｐ140を見なさい）
· 18世紀後半、年貢を増やすことはどうなっていたか？。
· 田沼意次はだれの力を利用しようとしたか？。
· 商人から税金をとるため何を認めたか？。
· 金銀を獲得するため、何をしたか？。
　　・新田開発を誰にさせようとしたか？。
· どこと新たに貿易しようとしたか？。
· そのためにどこを開発しようとしたか？。
· 田沼の政治はどのような結果をまねいたか？。
· 【　寛政の改革　】（教科書Ｐ141を見なさい）
· この改革をやったのはだれか？。
· 彼は農村のたてなおしのために何をしたか？。
· 武士の苦しい生活を軽くし救うために何をしたか？。
　　・この改革はどんな結果をまねいたか？。









